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27.阪神淡路大震災時における災害医療活動と

今後の課題
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近畿大学涯学部前属病院救命救急センタ

平成7年 1月17日午前5時46分兵庫県高部を中心

にM7クラス以上の大地震が発生し阪神波路地域

に大きな震災をもたらした.

近畿大学法学部付鴎病院は被災地の中心神戸市よ

り約ωkmの大販時高部に位置している. 7時30分

当救命救急センター医師をオンコールにより病院に

集結させた.近瞬出院本部との連絡により当病院の

周辺には大きな被害がなかったことを確認した.し

かし，いろいろな報道や通報が入るごとに被害の大

きさが告わってきた. 9時病院長より当センターで

の重症患者の受け入れ体制の整錆につき指示を受け

た.センターの大災害マニュアルと当病院全体の協

力を得て，当センター入院中の患者のー殻病棟への

転棟による当センターにじの空床確保，病院ヘリポ

ートの24時間硬用のための整備，被災地かちの底療

要請に対する医療チーム(医師2名，看護婦2名，

救急車運軽手)の嬬成を正午までι終了し待機した.
しかし，被災地への連絡がまったくたたず，初動の

遅れを痛切に感じた.

1月19日午前に県立西宮病院よりヘリコブター搬

送の通報を受け自密探ヘリによりクラッシュ症候群

の女性の撮入を受けた.以降，当センターに連日の

搬送があり，被災地からセンターを含めて当病院に

入院した患者は22名であった.その内7名はクラッ

シュ症候群である.外傷の処置などを含めた外来患

者は60名であった.

l外科学教室

1月24日より西宮前の依頼により，当センターよ

り霞師2名，看譲婦2名が病院救怠車に100人分の底

薬品と医療機器を搭載して西宮甫内の10箆所の被災

所に巡回診療を行い80名の患者の治療を行なった.

1月四日より東灘区本山間小学校に近畿大学病院

救愈救護センタ…を24時開体制の常設救護所として

し，医師2名{外科，内科)，看護婦1名，コメ

デイカル 1名の体制で2月末まで診擦を行なった.

患者数は初診890名，再診1514名の合計2404名であっ

た.開設さj初はインフルエンザとその合併症や外傷

の処置が多かったが，日が経つにつれて高血庄や心

疾患および糖尿病などの捜性疾患に組問する摘態が

多くなった.被災所内の被災民の数の減少とともに

や身症の患者が増加し，当病院診療内科の心身コン

サルタントや保健婦をスタップのなかじ加え治壊や

を行なった.周辺地域睦師会の診療体制の整髄

と連絡を取りながら 2月末に救護センターを閉鎖し

た.これらの諸事情を通じて大災害時の救急救護体

制においては，救急患者の受け入れ体制，@災害

発生から48時間以内の被災地における救急底療活動

のための清報倍達とマンパワーの確保，@その後の

長期にわたる被災地における箆療活動のためのマン

パワーと竪療物資の曜保.特に時間経過と共に変化

する患者ニーズへの対応などについて今後の課題と

して考えられた.


